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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、大阪大学の多言語資源研究グループを中心とし、文字・音声情報を含む多言語間
比較可能なパラレルコーパス（平行言語資源）の構築と、その構築作業をサポートする XML 情
報付加 Webソフトウェアの開発を行ったものである。作成した言語資源の内訳は、5000語の基
本単語集（7言語）、旅行時の会話を中心とする 1000文会話文集（12言語）、前記会話集に文構
造を示す XML タグを付与した構造化文集（5 言語）である。文構造を表す XML タグのセットは
産業技術総合研究所で開発された GDA: Global Document Annotation を採用した。言語資源
作成作業の補助となる XML 情報付加ソフトウェアは、Flash システムを用いた Web プログラム
となっており、GUI 操作により直感的に作業者が文の木構造を創り上げることができ、同時に
XMLデータも自動生成する仕様となっている。 
 
研究成果の概要（英文）： 
    The Multi-language Resources Research Group of Osaka University has been working on 
multi-language parallel corpora and XML annotation tools. The contents of the corpora 
include 5000-word lists (seven languages), 1000 plaintext sentences (12 languages), and  
XML-formatted sentences (five languages) that contain syntactic information. Each corpus 
has words and sentences which are organized in a tabular format. The type of XML format 
used for these corpora is Global Document Annotation (GDA), which allows computers to 
automatically recognize the semantic and pragmatic structures of texts. Three XML 
annotation tools are created especially for tagging words and sentences in these corpora, 
in forms of FLASH applications so that they can be used on Web browsers. The tools’ GUI 
has a function to draw parse trees, which helps annotators who are not familiar with XML 
data construction. These corpora can be used as fundamental data for contrastive 
linguistics and comparative linguistics, and also be used as training data to verify the 
validity of statistical analysis in natural language processing researches. 
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１．研究開始当初の背景 

 研究開始当初は、IT技術の飛躍的発展や携

帯端末の高機能化を背景として、ユビキタス

情報化社会に向けた基礎・応用研究が急速に

進展していた時期であった。日本国内で現在

も進行している多言語化した社会の現実か

らも、多言語間の情報バリア・フリーを求め

る社会状況は、切実であった。しかし、工学

系分野の貢献によりこれらを実現するハー

ド的技術は整いつつあったとはいえ、多言語

間の情報処理技術（「多言語機械処理」）に

おける発展を伴わないならば、国内外におけ

る多言語社会のための、真の情報バリア・フ

リーを実現することは不可能であると考え

られた。 

 

２．研究の目的 

 前記のような背景から、言語工学系分野

の諸研究者の支援を得て連携しつつ、大阪

大学の外国語研究者が持つ知見を結集して、

多言語機械処理に不可欠な言語面に関わる

基礎技術の発展に貢献し、かつ、現行の技

術で対応可能な応用研究を行おうとするの

が、本研究の目的である。 

 LCTL (Less Commonly Taught Languages) 

とは、英語・日本語・中国語などの主要言語

に比較して、教育や研究の対象となる機会の

尐ない言語である。しかし、昨今南アジア・

中東地域を含む各国の国際社会における重

要性は増し、自然言語処理においてもその対

象とすべきであるが、基盤となる言語資源の

蓄積は十分であるとはいえない。 

 本研究では、自然言語処理研究の重要な基

礎データとなりうる多言語を対照比較でき

るよう、特に構文情報など言語学的研究に有

用な情報をXMLタグとして付与した平行言語

資源の作成を主目的とする。また、そのよう

な作成を担当する作業者の労力を軽減する

ための作業支援ソフトウェアも開発する。あ

わせて、作成したデータを言語教育に利用す

る取り組みも行う。 

 
３．研究の方法 

 （１）多言語対応構造化方式の研究  

産業技術総合研究所の橋田氏が提案されて

いるGDA（Global Document Annotation:大域

文書修飾）を基盤とし、多言語平行の言語資

源を構築するに際して、さらにふさわしい構

造化方式について研究し、提案する。  

（２）言語資源構築支援ソフトウェアの開発 

  研究した構造化方式に従って、会話文に構

文情報や意味関係のオントロジー情報を付与

する作業を補助するためのソフトウェアを開

発する。作業環境の自由度を上げるため、固

定のPCへのインストールを必要としないWeb

アプリケーションでの実現を目指す。 

（３）諸言語の文字・音声データ集積  

5000語の基本単語集、旅行時の会話を中心

とする1000文会話文集、XMLタグにより構造化

された会話文集データに関する文字データの

集積を行う。可能なかぎり対応する音声デー

タの集積も行う。その成果を言語工学系分野

に多言語資源として提供し、周知をはかる。  

（４） 構築資源の教育への応用  

 構築した資源を、分担者が自らの担当する

講義中で利用し、言語教育の教材として応用

する。 自然言語処理研究以外の利用法から新

たなタグ情報案の提案やソフトウェア開発の

アイデアを得る。 

（５）携帯端末での多言語情報発信応用  

 携帯端末をターゲットとして、構築言語資

源を広範な場所で活用するシステム技術の

研究を行う。 

 

 



４．研究成果 

 

（１）多言語対応構造化方式の研究  

 平成19年度は、独自に選定した「言語学的

に興味深い文100」（オリジナルは日本語）に，

統語情報を示すタグをつける作業を進め，完

成させた。20年度も作業を進め、100文タグ付

加作業は、日本語・中国語が完成し、朝鮮語

の翻訳作業も進行させ、論文に発表した。次

項で説明するツールを用いて言語資源構築作

業をするうち、GDAの多言語対応に対する不備

な点が明らかになり、その改良となる方式を

まとめ提案すべく作業進展中である。 

  

（２）言語資源構築支援ソフトウェアの開発 

 まず、平成19年度に、文の構文を表す統語

情報タグをつける作業のためのWebアプリケ

ーションの開発に着手した。GUIでの操作が可

能であり、木構造を簡単に表示できること、

操作状況をアニメーションにより把握できる

ことが必要と考え、開発システムはAdobe 

Flashで行うこととした。  

 20年度において、単語間の意味つながりの

関係を表すオントロジー情報も付与すべきで

あるとの結論に至り、統語情報付与アプリケ

ーションと同じくFlashプラットフォームに

おけるソフトウェアを推進した。 21年度から

22年度に掛けて、これまで開発した機能を統

一し、オントロジー情報をXMLデータの属性と

して付与できるようアプリケーションを改良

した。この成果は第9回情報科学技術フォーラ

ムに査読有論文として投稿するとともに、発

表を行った。 

 以下に完成したWebアプリケーションの操

作時画面キャプチャー画像を掲載する。 

 

図 1 構文情報付与作業時のアプリケー

ション実行画面例 

 

図 2 オントロジー（意味関係情報）付与

作業時のアプリケーション実行画面例 

 

（３）諸言語の文字・音声データ集積  

平成19年度においては、ペルシア語の会話

データについて、試験的に分野ごとによるGDA

化XMLデータ化の作業を行った。文単位でID

番号を付与し、言語名を識別するためのデー

タを付与した。  

  20年度においては、ロシア語の言語資源構

築について、1000以上のフレーズを含む会話

集のロシア語訳を行った。GDA化の作業を進め

ていたペルシア語の会話データについては、

データとしての質を一層高めた。特にGDA構造

化情報はレベル3（詳細な統語構造）までの付

与に進展した。その作業において人称語尾の

変化を動詞のタグ内に埋め込む必要があるな

ど、改良すべき問題点が発見された。その成

果を「イラン研究」誌に論文として発表した。  

21年度、ペルシア語資源については、基本会

話文1000文のGDAによる構造化の作業を補足



的に行った。これに加え、日本語の基本会話

文1000文のGDAによる構造化の作業も行った。

補足的な作業は今後もあり得るが、ほぼ作業

は終了した。ロシア語の言語資源構築につい

ては、会話集の録音を完了し、音声資料の編

集作業を開始した。 トルコ語資源については、

ペルシア語データを参考に、基本的な会話文

100文程度を選び、同内容のトルコ語会話文デ

ータとそのGDAタグ付け作業を進めた。 

 22年度は、英語のGDAに基づくXML構造化会

話文集を完成させた。また、前年度から着手

していたトルコ語およびロシア語会話文の

XML構造化作業を、挨拶文などを中心とする基

本会話部分（100文強）について進展させた。 

 

図 3  GDA タグ付与作業済ペルシア語

資源の一文を作業支援ソフトウェアで木

構造表示した例 

 

枠内のデータは、図3に示した文例のXMLデー

タを例示したものである。 

 本研究終了時点での蓄積言語資源量をまと

めると、以下のとおりとなる。 

基本5000単語（7言語:日・英・ヒンディー・

ペルシア・アラビア・中国・朝鮮） 

会話文集1000文（12言語:日・英・アラビア・

スペイン・トルコ・ヒンディー・ペルシア・

モンゴル・中国・朝鮮・ベトナム・タイ） 

XMLタグ付与済会話文集 5言語 

（1000文完成:日・英・ペルシア、100文完成:

トルコ・ロシア） 

（４） 構築資源の教育への応用  

 平成20年度から22年度にかけ分担者（上原）

が作成したロシア語資源を教材として応用す

るための試みを行い、その成果を論文として

発表している。

 

図 4 構築ロシア語資源を教材として講

義中に活用している様子 

 分担者（山崎）は22年度には 資源作成用Web

ソフトウェアを初心者向け中国語教育におけ

る読解補助教材・構文と文法事項の説明教材

として活用している。この成果を22年度情報

教育研究集会で発表した。 

 

（５）携帯端末での多言語情報発信応用  

平成 19 年度は、携帯端末への応用として

Windows Mobile端末への資源搭載作業を行っ

たがフォントの扱いに問題があることが判

明した。そのため 20～22 年度に Windows 

Vista 搭載でフィールドでの利用を想定した

堅牢 PC を購入し、言語資源搭載と、利用の

ためのソフトウェア開発を行った。本ソフト

ウェアの特徴は、文字情報だけでなく、内容

が対応する画像や動画も表示できる機能を

有することと、XML 化した言語資源の処理に

対応していることである。また、単独の

Windows アプリケーションになっており、複

雑なインストール操作をすることなく使い

<su syn="f"> 

  <n syn="b" opr="aen"> 

  <n>اسم </n> 

  <n>من </n> 

  </n> 

  <persname>تارو گائيدائی </persname> 

  <v>است </v> 

.</su> 



始めることができることも利点である。 

 

図 5 携帯端末用アプリケーションの表

示画面例（ウルドゥー語） 

本成果は大阪府産技研の連携研究者が担当

し、非公開型科学技術交換会などで発表した。 
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